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7月 1日から受付開始！リユース食器の無料レンタル

月刊

月刊あじぇんだは当フォーラムの活動紹介を中心とした
京都発、環境関係の情報発信紙です

Agenda Forum 
5日（火）午後7時～　エコミュージアムWG大原野プロジェクト会議(於：大原野自治会館)

22日（金）午後7時～　交通WG自動車タスクミーティング（於：朝日ビル9Ｆ会議室）
７月のミーティングと
主催行事の予定

京のアジェンダ
２１フォーラム

　これまで、えこまつりワーキンググル

ープ（以下 WG）では、お祭りやイベン

トでの環境対策、特にリユース食器シス

テムについて調査、研究活動を行ってき

ました。昨年度からは、地域活動や地域

でのお祭りに関わるメンバーで、学区レベルでの小規模なお

祭りやイベントの環境対策サポート体制を検討してきました。

その結果、地域の小規模なお祭りやイベントでは、環境対策

に取り組んでみたいという意欲はあるものの、コスト負担（リ

ユース食器導入の場合、食器購入や運搬費など）が原因で、

対策が進まないということが明確になりました。

　そこで、えこまつりWG有志で構成するえこまつりサポート

体制研究会では、京エコロジーセンターの協力を得て、「小

規模のお祭り・イベントへリユース食器を無料レンタルする

試行事業」をすることとなりました。このリユース食器は、

お祭りやイベントのみならず、パーティーや会議などでも利

用可能です。試行の利用状況を見て、今後本格実施できるか

の調査研究も行っていきますので、このリユース食器無料レ

ンタルをぜひご利用ください。

・募集開始：７月１日（金）

・応募条件：京都市内で７月～来年２月までに開催される

　　　　　　小規模の催し

　　　　　　（保育園や幼稚園の夏祭りや、地域での地蔵盆、

　　　　　　　防災訓練、バザーなど）

・レンタルできる食器：右記の中から計200個まで

　コップ（大、中、小）、どんぶり（大、中、小）

　カレー皿、平深皿、平皿

　（なお、食器は指定箇所にて受け渡し。

　　搬送の場合は搬送料をいただきます。

　　食器は利用後に洗浄してから返却してください。）　

・問合せ・連絡先：地域環境デザイン研究所ecotone

　Ｔｅｌ．075-352-1321　担当：石原

※えこまつりＷＧでのこれまでの調査研究結果をもとに、お

祭りやイベントにおける環境対策の導入支援を行なう「環境

対策支援便RE-ECO」事業が、今年4月 1日よりNPO地域環境

デザイン研究所ecotoneと京都ラジオカフェ（株）の共同プ

ロジェクトとして開始されています。上記条件に当てはまら

ない京都市外で開催される催しや、さらに大きなお祭り・イ

ベントでの環境対策については、こちらにご相談ください。

・問合せ・連絡先：京都ラジオカフェ（株）

　Ｔｅｌ．075-254-8556　E-mail：info@radiocafe.jp

　担当：太田

2週間で100を超える回答

「会員アンケート」へのご協力ありがとうございました

　会員の皆さんの声を反映させた運営や

活動、広報にするため、フォーラムに対

するご意見や要望などをお聞きする「会

員アンケート」を先月号に同封し、お願

いしましたところ、6月 13日現在、114通の回答をいただき

ました。短期間にたくさんのご回答を寄せてくださった会員

の皆様に、この場を借りて改めて御礼申し上げます。

　今回の会員アンケートは、「京のアジェンダ21フォーラム

の今後のあり方」について幹事会等で、この一年間議論いた

だいた中で、会員の位置づけや事務局やワーキンググループ

とのコミュニケーションが緊密でないという課題に対し、「会

員の感じていること、求めていることを把握するため、会員

アンケートを実施する」という今後の対応策に基づいて行っ

たものです。

　今年で設立7年を迎えるフォーラムは、今まさに次の展開

に向けての方向性を模索中です。そんな中、アンケートでは、

フォーラムそのものへの期待や励まし、そしてその裏返しと

もいえる厳しいご意見も含め、予想以上に多くの反響が寄せ

られました。事務局として謙虚に受け止め、京のアジェンダ

21が目指す取組に反映させるとともに、会員の皆さんにも積

極的に参加いただけるような活動を行っていきたいと考えて

います。

　なお、アンケートの分析結果については、取りまとめて後

日『月刊あじぇんだ』紙面等で報告いたします。ご期待くだ

さい。

祇園祭山鉾巡行  七月十七日 

京都切り絵歳時記

えこまつりＷＧ




